
地域の話題をPick up!
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評評

白石の新鮮野菜　う～んとうまいから、食ってみてけらい～ん！
～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

　白石市農産物直売所連絡協議会では会員を募集しています。市内で直売活動をされている方
などで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。� 問農林課　☎22-1253

※各直売所では、白石産の新鮮な旬の野菜や花、漬物などを販売しています（直売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

軽トラ市　毎週金曜日9:00～ 12:00　新鮮野菜を安く販売！
●場所　すまｉるひろば
問四

し

竈
かま

　☎29-2451、090-9429-6145

青っ葉市直売所
　月１回の「サービスデー」（定期市）を開催中！　月
初めの販売日に開催します。お買い上げ金額にかかわら
ず、お好きな新鮮野菜１点をサービスします。
　２月21日（水）は、①②両店で「赤飯」と「甘酒」を
準備して、皆さんのお越しをお待ちしています。
①ポーチパーク内
　２月３・10・17日（いずれも土曜日）は休業
　毎週水・土曜日9:00 ～ 12:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
　【２月21日（水）から営業】毎週水曜日9:00～12:00
※スーパービック白石店でも新鮮野菜を販売しています。
問矢

や

内
ない

　☎25-2061

バーバ工
ク

愛
ラブ

市
いち

①白石店（城北町・あそびの森近く）
　（バーバ工愛市のオレンジ色のぼり旗が目印です！）
　毎週水曜日9:30～12:00
②JAみやぎ仙南福岡支店構内店
　【３月10日（土）から営業】
問JAみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市
　☎25-3531

小十郎の郷　
　毎日9:00 ～18:00営業！　２月２日（金）～４日（日）「節
分祭」を開催！　甘酒を振る舞います（9:30～15:00）。
　採れたて新鮮野菜のほか、米、卵などの農畜産物、餅、
漬物など加工品も販売しています。物産品では白石温
麺、味噌、和洋菓子、乳製品、食品加工品、スイーツ、
地酒、地ビールなども販売しています。

～「ピュアホワイト」生産者募集中～
　昨年、連日売り切れとなった白いトウモロコシ「ピ
ュアホワイト」。実が白く甘みが強いのが特徴のトウモ
ロコシを会員になって作ってみませんか？
●場所　福岡長袋字八斗蒔１
問小十郎の郷　☎22-0881
　http://www.kojuro-sato.com

小原いきいき直売所　【３月まで冬季休業】
問高
たか

橋
はし

　☎29-2269

●２月の人気農産物
　キクイモ、ホウレンソウ、
干し柿、ブロッコリー、ネギなど

SSN48は
白石の農産物を

応援しています♪

馬牛沼産直センター
　毎週火・木・土・日曜日9:00 ～ 16:30
　新鮮冬野菜や「斎川凍

しみ

豆
どう

腐
ふ

」などを取り揃
そろ

えて、皆
さんのお越しをお待ちしています。
●場所　国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター　☎25-0520

羽山産直市場「わんこの家」　毎週水曜日定休　
　【直売所】9:00～18:00　【レストラン】11:30～14:00
　新鮮野菜直売所＆地元産食材レストラン。新鮮野菜
をはじめ、地元産の商品を取り揃えています。新商品
も続々入荷中！　駐車場も完備。皆さんぜひお越しく
ださい。
●場所　白川犬卒都婆岩ノ上32-2（国道113号角田方面沿い）
問羽山産直市場「わんこの家」　☎35-1022

▲レストランは小上がりもあります

　平成15年に検断屋敷が整備され、同
じ年にスタートした「検断屋敷まつり」。
春は桜とこいのぼり、夏は七夕飾り、秋
は燃えるような紅葉、冬は一面の銀世界
が訪れる人々をお出迎えし、実行委員の
皆さんは、四季折々のイベントを企画し
て小原の魅力を伝え続けてきました。
　特に冬のまつりは、天候に左右されや
すく、中止になる年もあり、実行委員や
お手伝いの方々の準備も大変だと聞いて
おります。そのような中で、地域の大切
な伝統行事を後世に残すため、小原の皆
さんは、笑顔で子どもたちと一緒に、今
年も餅つきやだんご刺しなどを行ってい
ました。参加した子どもたちの心の中に
は、しっかりと小原の大切な伝統行事が
刻まれたことと思います。

山田市長をイメージしたキャラクター
「やまゆう」くん

　１月14日、小原地区の冬の恒例行事「第15回冬の検断屋敷まつり」（検断
屋敷まつり実行委員会主催）が開催されました。まつりでは、木臼ときねを
使ってついた餅を紅白に染めて丸め、ミズキの木に飾り付ける「だんご刺し」
や無病息災を願った「暁がゆ」の振る舞い、「年頭メッセージ付き風船飛ば
し」など、参加者と地域の人たちが笑顔で触れ合える催しがたくさん行われ
ました。岩

い わ

松
ま つ

義
よ し

則
の り

委員長は「暁がゆを食べて１年を元気に過ごしてほしいで
す。楽しい思い出をたくさん作ってください」と話していました。

みんな仲良く笑顔で15年！
冬の検断屋敷まつり

１_紅白のだんごを刺したミズキ
で飾られた検断屋敷　２_地域の
人と一緒にだんごを作る子どもた
ち　３_願いごとが書かれた短冊
を付けてみんなで冬の空に風船を
飛ばしました　４_「参加者が笑
顔で元気に１年を過ごせることを
願っています」と話す岩松委員長。4
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をは
っきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）フレッシュマーケット


